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ルの統治の「重層性」［岡 2003 : 53］を論じた点において重要な意義をもつが、「清朝のモンゴル
支配は、満洲が導入した旗・佐領の制度と、オトグやバグ構造に代表されるモンゴル在来の王族





























































スワーの家畜から得られる毛皮や乳などをもらい（ebügen sangKaswa-ača sim-e küčün 
keregleȷ̌ü）、賃労働をして報酬（kölüsü）をいただいている。いま、管轄ダルガが［私の］ノタ
グについて収容を命じているが、命令に従って移動すれば、用役させてもらっている家畜や物




















































































































































































































































































































































（1） ［岡 2003］や［中村 2005］など。ただし、当時は旗内の社会構造について殆ど明らかにされておらず、これら
の研究が大きな意義を有していたことは述べるまでもない。
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（5） ［二木 2003 : 141］にあるように、中前旗のフォンド（M-36）の保管単位数は、他の旗よりも圧倒的に多い。
ただし、その経緯は明らかでない。
（6） アナンダについては、モンゴル国立中央公文書館所蔵のフォンド番号M-36、目録番号 D-2、保管単位 XH378、
史料番号 No.5（以下同館所蔵の史料は、単に［M-36, D-2, XH378, No.5］というように記す）にショロイの第 9
子とあるが、『欽定外藩蒙古回部王公表伝』巻 57には第 11子とある。なお、［Пэрлээ2001 : 232］や
［Сономдагва1998 : 151］では、ショロイの第 9子とされている。
（7） 中前旗の比丁冊は、モンゴル国立中央公文書館に多数保存されているが、未だ網羅的な調査はできていない。
手元にある限られた史料に基づけば、康熙 41（1702）年に 9ソム［M-1, D-1, XH-1a, No.8］、同 49（1710）年
に 13ソム［M-1, D-1, XH-1a, No.12］の登録があるが、乾隆 12（1747）年には 3ソム［M-36, D-1, XH-2］に激
減している（ソムの定額が 150名であるのに対し、このなかには 350名を超えるものもあり、ソムの編成が崩
壊状態であったとも考えられる）。その後、少なくとも乾隆 48（1783）年から嘉慶期末ごろまでは、比丁冊に
5ソムが記載されており［M-36, D-1, XH-30（乾隆 48年） : M-36, D-1, XH-62（乾隆 52年） : M-36, D-1, XH-86（乾
隆 56年）: M-36, D-1, XH-169（嘉慶 8年） : M-36, D-1, XH-859（嘉慶 16年） : M-36, D-1, XH-287（嘉慶 20年）］、
同治 6（1867）年以降は 4.5ソムであったことが確認できる［M-36, D-1, XH-1483（同治 6年） : M-36, D-1, XH-
1611（同治 10年）: M-36, D-1, XH-1959（光緒 9年） : M-36, D-1, XH-2644（光緒 33年） : M-36, D-1, XH-2752（宣
統 3年）など］。残念ながら、嘉慶 24（1819）年から同治 2年（1863）までの比丁冊は実見できなかった。  
　そこで同旗のアルバ均分冊をみると、道光 6（1826）年までは 5名のザンギの名下に ［M-36, D-1, XH-397（道
光 3年） : M-36, D-1, XH-471（道光 6年）］、道光 8（1828）年から 30（1850）年まではザンギ 4名とフンド 1名
の名下に［M-36, D-1, XH-523（道光 8年） : M-36, D-1, XH-590（道光 11年） : M-36, D-1, XH-768（道光 18年） : 
M-36, D-1, XH-806（道光 19年） : M-36, D-1, XH-837（道光 21年） : M-36, D-1, XH-950（道光 25年） : M-36, D-1, 
XH-957（道光 26年） : M-36, D-1, XH-1099（道光 30年）］、それぞれアルバ負担内容が記載されているが、咸豊
7（1857）年以降は、それがザンギ 4名とフーグチ（領催）1名になっている［M-36, D-1, XH-1216（咸豊 7年）: 
M-36, D-1, XH-1286（咸豊 9年） : M-36, D-1, XH-1314（咸豊 10年） : M-36, D-1, XH-1715（光緒 13年） : M-36, 
D-1, XH-2408（光緒 24年） : M-36, D-1, XH-2668（光緒 33年）など］。同治 6年以降の比丁冊において、4.5ソ







（10） M-36, D-2, XH-2534, No.1、同治 12（1873）年 7月 28日付中前旗印務処発ダルガ・ゲリグセンゲ等宛下行文書。
引用史料中の［ ］内の補足と鉤括弧（「」）は筆者が付したものである。以下同じ。
（11） M-36, D-2, XH-3845, No.4、光緒 27（1901）年 3月 16日付中前旗印務処発族長タイジ・バダマネリン宛下行文
書。引用史料中の（ ）内は原文のモンゴル語の転写である。以下同じ。
（12） M-36, D-2, XH-2194, No.5、同治 2（1863）年 7月 25日付中前旗印務処発フンド・ダムディン宛下行文書。
（13） M-36, D-2, XH-2325, No.4、同治 6（1867）年 10月 25日付中前旗印務処発ダルガ・アヨール等宛下行文書。
（14） 他者の移動を申告するのは、原則、申告者が移動者との同居を希望する場合であった。多くは近親者による
報告であったが、高僧や王公タイジがアラドの移住を請願した事案もある［M-36, D-2, XH-3845, No.1；M-36, 
D-2, XH-3911, No.3］。  




36, D-2, XH-2499, No.3］。













られる。［M-36, D-2, XH-2194, No.5（同治 2年 7月 25日） : M-36, D-2, XH-2194, No.14（同治 2年 10月 5日） : 
M-36, D-2, XH-2303, No.20（同治 5年 3月 11日） : M-36, D-2, XH-2303, No.8（同治 5年 12月 11日） : M-36, D-2, 
XH-2499, No.3（同治 11年 2月 8日） : M-36, D-2, XH-2499, No.11（同治 11年 7月 28日） : M-36, D-2, XH-3911, 
No.27（光緒 29年 12月 8日） : M-36, D-2, XH-3956, No.4（光緒 30年 12月 2日） : M-36, D-2, XH-4001, No.19（光
緒 31年 9月 22日）］など。
（19） 中前旗では、旗印務処の官員は、本来の集団とは別にバグやオトグといった集団をつくっていたようであ
る。このことについては、官員に宛がわれていた随丁の問題も含めて調べる必要がある。
（20） M-36, D-2, XH-2367, No.2、同治７（1868）年 2月 3日付中前旗印務処発ダルガ・ボダ等宛下行文書。  
　なお、扶養や相互扶助のために、転居して親族と同居しようとする事案には、 ［M-36, D-2, XH-1459, No.2
（道光 23年無月日） : M-36, D-2, XH-2230, No.16（同治 3年 7月 19日） : M-36、 D-2、 XH-2325、 No.2（同治 6年 9
月 13日） : M-36, D-2, XH-2325, No.4（同治 6年 10月 25日） : M-36, D-2, XH-2367, No.9（同治 7年 5月 19日） : 
M-36, D-2, XH-2534, No.25（同治 12年 8月 7日） : M-36, D-2, XH-3330, No.34（光緒 15年 9月 2日）］などがある。
（21） ①は、［M-36, D-2, XH-954, No.1（咸豊 6年 5月 21日） : M-36, D-2, XH-2303, No.6（同治 5年 3月 27日） : M-36, 
D-2, XH-2425, No.5（同治 9年 9月 21日） : M-36, D-2, XH-2534, No.1（同治 12年 7月 28日）］などに、②は、
［M-36, D-2, XH-1747, No.3（道光 30年 9月 20日） : M-36, D-2, XH-3845, No.4（光緒 27年 3月 16日）］などに、
③は、［M-36, D-2, XH-1698, No.1（道光 29年 11月 15日）］に、④は、［M-36, D-2, XH-3845, No.1（光緒 27年
3月 1日） : M-36, D-2, XH-3911, No.3（光緒 29年 4月 23日）］に、それぞれ見て取れる。
（22） M-36, D-2, XH-2258, No.5、同治 4（1865）年閏 5月 15日付中前旗印務処発ダルガ・ツェベグ等宛下行文書。
（23） M-36, D-2, XH-1274, No.4、道光 18（1838）年無月日付中前旗印務処発ダルガ・バヤンオンドラフ等宛下行文
書。
（24） M-36, D-2, XH-1459, No.2、道光 23（1843）年無月日付中前旗印務処発ダルガ・ダムディン、ダルガ・ビジヤー
等宛下行文書。
（25） M-36, D-2, XH-2466, No.1、同治 10（1871）年 7月 23日付中前旗印務処発フンド・ユムジャヴ宛下行文書。
（26） M-36, D-2, XH2367, No.9、同治 7（1868）年 5月 19付中前旗印務処発ダルガ・ゴムボ、ダルガ・ジャムサラ
ン宛下行文書。
（27） M-36, D-2, XH-3911, No.3、光緒 29（1903）年 4月 23日付中前旗印務処発ザンギ・ウルジンバダマ宛下行文書。
（28） M-36, D-2, XH-1274, No.4、道光 18（1838）年無月日付中前旗印務処発ダルガ・バヤンオンドラフ等宛下行文
書。
（29） M-36, D-2, XH-3911, No.27、光緒 29（1903）年 12月 8日付中前旗印務処発ダルガ・バザル宛下行文書。
（30） M-36, D-2, XH-2499, No.3、同治 11（1872）年 2月 8日付族長タイジ・ラムジャヴ発中前旗印務処宛上呈文書。
（31） M-36, D-2, XH-2499, No.11、同治 11（1872）年 7月 28日付中前旗印務処発ザンギ・アヨールザナ宛下行文書。
（32） M-36, D-2, XH-1698, No.1、道光（1849）年 11月 15日付中前旗印務処発ダルガ・チャバグ宛下行文書。
（33） M-36, D-2, XH-2303, No.20、同治 5（1866）年 3月 11日付中前旗印務処発ザンギ・ダムディン宛下行文書。
（34） 前掲注（15）に同じ。




（36） M-36, D-2, XH-1459, No.2、道光 23（1843）年無年月付中前旗印務処発ダルガ・ダムディン、ダルガ・ビジ
ヤー等宛下行文書。
（37） M-36, D-2, XH-2194, No.14、同治 2（1863）年 10月 5日付中前旗印務処発ダルガ・スンドヴ、筆帖式ツォグ等
宛下行文書。
（38） M-36, D-2, XH-2534, No.25、同治 12（1873）年 8月 7日付旗印務処発ダルガ・ガルマ、ダルガ・ノロヴ等宛下
行文書。
（39） M-36, D-2, XH-1747, No.3、道光 30（1850）年 9月 20日付中前旗印務処発フンド・ゴムボジャヴ宛下行文書。
（40） M-36, D-2, XH-2014, No.10、咸豊 8（1858）年 7月 20日付中前旗印務処発ダルガ・ゲンドンツォグ宛下行文書。
（41） M-36, D-2, XH-2303, No.6、同治 5（1866）年 3月 27日付中前旗印務処発族長タイジ・ジャムサラン宛下行文
書。
（42） M-36, D-2, XH-2230, No.16、同治 3（1864）年 7月 19日付中前旗印務処発ザンギ・ジャムサラン、フンド・ダ
ンスルン等宛下行文書。
（43） M-36, D-2, XH-3330, No.34、光緒 15（1889）年 9月 2日付中前旗印務処発ダルガ・セレオド宛下行文書。
（44） M-36, D-2, XH-3330, No.22、光緒 15（1889）年 7月 29日付族長タイジ・ラムジャヴ発中前旗印務処宛上呈文書。
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